２０１7年度

東海大学自然史博物館
自然観察フィールドワーク

　わかりやすい解説と、おどろきの体験で楽しく学べる。と、ご好評を得ている自然史博物館の人気活動『自然観察フィールドワーク』を今年も開催いたします。

　身近な自然に親しみ、自然環境のなりたちとその変化を知ることは、私たちの身のまわりにある大切な自然をより理解することになります。素晴らしい自然とのふれあいを通じ、いろいろな発見をしに出かけてみませんか。身近にある自然環境を大切にするため、私たちに何ができるか一緒に考えてみましょう。

第１回　１０月１5日（日）９：００～１７：００
「安倍川源流大谷崩」三保海岸の石のふるさとを訪ねて
　世界文化遺産の構成資産として登録された三保の海岸はどのようにしてできたのでしょうか？静岡市内を流れる安倍川の源流にそのこたえを探しに行きます。化石調査もかねた観察会です。

案内者：柴　正博（東海大学自然史博物館　学芸員）

参加費：大人　２５００円（高校生以上）　子ども　１７５０円（4才～中学生）

· 保険料・バス代などを含む

集合場所：東海大学自然史博物館

第２回　１０月22日（日）１０：００～１６：００
「興津川の生きもの」清水の水の源流を訪ねて
　川の生きものを調べることで、その水の清らかさがわかります。清水の川を調べ、私たちの使っている水をとりまく環境をみてみましょう。

案内者：秋山 信彦（東海大学海洋学部博物館　館長）

参加費：大人　１５００円（高校生以上）　子ども７５０円（4才～中学生）

· 保険料・バス代などを含む

集合場所：東海大学自然史博物館

参加申込：はがきか電話で、参加日・住所・氏名・年齢・電話番号を下記の

東海大学海洋学部博物館までお知らせ下さい。
開催日が近づきましたら受講票をお送りします。

締切り　：第1回10月5日（木）、第2回10月12日（木）
定　員　：４０名。（定員を超えた場合は抽選）

その他　：小学４年生以下は保護者同伴のこと。

お申込み：　東海大学海洋学部博物館(自然史博物館)
　　　　　　住所　〒424-8620　

　　　　　　　　　　静岡県静岡市清水区三保２３８９

　　　　　　電話　０５４－３３４－２３８５（受付時間　9～17時）
第１回　１０月１5日（日）９：００～１７：００
タイムスケジュール

「安倍川源流大谷崩」三保海岸の石のふるさとを訪ねて
09：00　自然史博物館集合、ガイダンス

09：30  バス乗車・出発・移動

11：30　観察①　赤水の滝
12：00　移動
12：30　大谷崩れ登山口に到着，昼食

13：10　移動…徒歩
13：30　観察②　大谷崩れと安倍川源流の観察と化石調査…徒歩で扇の要まで
15：00　移動

16：40　清水駅にて解散

17：00　自然史博物館に到着，解散

第２回　１０月22日（日）１０：００～１６：００
「興津川の生きもの」清水の水の源流の自然を訪ねて
タイムスケジュール

10：00　自然史博物館集合、ガイダンス

10：30  バス乗車・出発・移動

11：00　観察①　庵原川，汚れた川の生きもの

11：20　移動　　途中，大向堰を見学

12：00　興津川上流、上黒川に到着，昼食

12：30　観察②　興津川上流域（西里），きれいな川の生きもの

14：30　観察③　興津川中流域（承元寺），少し汚れた川の生きもの

15：00　移動

15：40　清水駅にて解散

16：00　自然史博物館に到着，解散

応募日程　９月中旬までに静岡市と焼津市、藤枝市、島田市、富士市の各小学校に募集要綱を発送し、締切後に参加通知と参加案内書を個人宛に発送。
備　考
　天候により、スケジュールを変更することがある。
後援依頼　静岡市教育委員会、海のみらい静岡友の会
